
乳幼児の  
子育てを支える

～切れ目ない子育て支援の
 

体制づくり～



現状・問題点


 
マタニティ期は行政からの支援は充実しているが、

 妊婦同志の交流が生まれるような場は少ない
 

（支
 援センターなどの子育て支援施設は子連れでないと
 行きにくい）



 
子育て支援情報が必要な人に届いていない。情報の

 一元化がされていない



 
保育園などの入園手続きに関する情報を知らない人

 が多い（希望する保育園に入れない、希望の入園時
 期に空きがない等）



 
社会環境の変化による多世代交流の減少、子育て知

 識の継承の困難化



 
発達障害を持つ親子へのサポート体制や、社会の理

 解が乏しい



２、妊娠中・子育て中の親子が

子育て支援情報を知り、

必要な支援を受けながら

安心して子育てができる

１、子育てに関わる人を増やし、
子育て支援に対する

意識の醸成を進める

達成を目指す姿・状況



１、子育てに関わる人を増やし、
 子育て支援に対する意識の醸成を進める

●子育て支援に関するボランティアを幅広く募り、保
 育園や子育て支援関係の施設、イベントなどでの活動

 を行う。

（ボランティアコーディネート機関の立ち上げ、

子育てボランティアコーディネーターの養成）

●企業や学校などに、所有バスを保育園児の送迎
 サービスなどに利用できるように協力を呼びかけ

 る。

『子育てお助けボランティア』の活用



子育てお助けボランティア組織

ボランティア活動をするために必要な研修を
活動希望者が受講しやすい日程で開催。
（夜間、土日なども検討）

「研修受講回数」＋「ボランティア活動

 
回数」で段階を作ってボランティアに参

 
加。
星の数で活動内容が広がる！
（活動の楽しさを広げるための☆制度）

ボランティア活動希望者の把握、ボランティア活動の受け皿となる場所や内容、時間帯の整理。
ボランティア研修の実施、ボランティアの登録、活動のコーディネートなど…

関係団体等でのボランティア活動の受け皿作り（幼稚園、保育園、子育て支援施設などでのサポート

 
活動）、企業を含めたPRも検討。

「有償ボランティア」
という認識の一般化

 
を！

ボランティア
コーディネー

 
ト機関（子育

 
てに関係する

 
団体）

１ツ星！

２ツ星！
３ツ星！

活動歴は活動カードで管理（ボランティアの内容や日時を記録）
報酬は活動に応じて、お茶などの物品や交通費など様々

子育てボランティア
コーディネーターへ！

組織の中でボランティア

 
を育成、活動を正しく評

 
価（良い所を高く！）し、

 
温かい目で見守れる存在

・支援が切れ目なく続く仕組み作り
（組織内での活動のつながりを）

・責任感を持って活動出来る人の育成
（広い視点で活動できる人の育成）



●久留米市で開催されているイベントなど「マタニ
 ティフェア」を同時開催し、出産予定日が同じ時期

 のプレママ同士での交流やグループトーク、先輩プ
 レママや保健師等による相談、幼稚園や保育園の情
 報コーナー、発達障害などに関する相談ブース、子
 育てグッズお試しコーナーなどを設定する。

●プレママが地域ごとに集まって交流できる拠点作り

子育て世代交流ネットワークの構築

２、妊娠中・子育て中の親子が子育て支援情報を知り、
 必要な支援を受けながら安心して子育てができる

●父子手帳（父親向け子育て支援冊子）の配布



子育て世代交流ネットワークの構築

マタニティフェア実施
（久留米市で開催されているイベントで同時開催）

プレママパパ同士でのグループトーク、先輩ママパパや保健

 
師等による相談、幼稚園保育園情報コーナー、発達障害等に

 
関する相談ブース、子育てグッズお試しコーナーなど…
（ボランティア団体主催で関係団体や企業と協力して開催）
長く続くような仕組みで、親子で楽しめるイベントを！

父子手帳（父親向け子育て支援冊子）配布

父親の子育ての出番が増えるような啓発、母子

 
手帳と一緒に配布し、子育てへの意識を高める
夫婦間での子育て情報の共有化の推進

プレママが地域ごとに集まって交流できる
拠点作り

保健所プレママ向け事業終了後にプレママパパ

 
同士の交流が深まるような場の提供
（マタニティカフェの開催）
地域、ボランティア、行政の協働で校区コミュ

 
ニティーセンターや公共施設などでの交流会を

 
開催

プレママパパを
子育て仲間とつなげ

 
ていく機会にしよう

子育てお助け
ボランティアの活用

パパ寄りの子育て視点で

 
の編集、パパの継続した

 
育児参加のきっかけとな

 
るように！

★マタニティカフェ、プレママ交流会
開催用マニュアルの検討
（見て分かりやすい形で、交流会

ルールの図式化）
★主任児童委員の充実

（校区配置人数の検討）

「話せて良かった」
「友だちが出来た」
「気持ちに余裕が持てた」
フリートークやアドバイス

 
でホッと一息つける場に



子どもの成長を地域で支える仕組みづくり

Member
速水

 
麻友子

佐藤

 
佐和香

田中

 
崇

権藤

 
敏博

尾花

 
清美

河野

 
昌枝



「放課後の居場所づくり」

2014.10.11



現状と問題点



現状と問題点

遊び場所がない！？

居場所がない！？



放課後の居場所

公園

学校

公民館



学校のグランドや体育館は？

地域、個人の積極的利用あり

・少年団などクラブ活動

・保護者会（PTA）活動



地域コミュニティセンターは？

・サークル活動、習い事

・地域の会議や集会

その他、自由な出入りはできない



近隣の公園や空き地は？

保護者の立場で考えても困難

・不審者の出没

・道路に面した公園



達成を目指す姿・状況

異学年で
集団で



提案する取り組み

学校内での
放課後活動！



・余裕教室

・体育館

・グラウンド

学校内とは、どこ？



・学校からの移動不要

⇒送迎不要

⇒運営側の手間が省ける

なぜ学校内なのか？



見守る人は？

活動支援者



行政の役割

・コーディネーターの養成

・「活動の見守り隊員」を募集

・学校長との交渉（施設開放）



関係団体の役割

・活動の専門家として助言

・安全管理や運営方法の助言



市民の役割

・ボランティアとして参加

・話し合いに参加する



まとめると・・・



子ども達の笑顔のため！



ご清聴
ありがとうございました



テーマ  
子育てに関わる人を増やす

チームChild
 平成２６年１０月１１日

くるめっ子サポーター事業くるめっ子サポーター事業



「くるめっ子サポーター事業」のイメージ

学 校

エリアリーダー

①依頼 ④コーディネート

②お願い③紹介

⑤支援 ⑤受入

くるめっ子バンク

子育て メディア 高齢者 人権

ボランティア団体、ＮＰＯ





エリアリーダー

①適任者
 主任児童員

 民生委員
コミニティーセンター事務職員等

②選定基準
大学との公開講座やボランティアを受講した希望者

③待遇
 市の非常勤嘱託職員として雇用契約を結ぶ



大学等の公開講座



ボランティア養成講座



くるめっ子バンク

• 学校を支援する活動を提供できる
 ボランティア団体やＮＰＯを公募し
 公開審査の上、各テーマごとの

 「くるめっ子バンク」に登録する。

• 「くるめっ子バンク」は各テーマごとに担当課
 を決める。



くるめっ子バンクイメージ

くるめっ子バンク

子育てバンク メディア問題

 バンク
高齢者バンク

子ども育成課長寿支援課 情報政策課

ボランティア団体

 ＮＰＯ
ボランティア団体

 ＮＰＯ
ボランティア団体

 ＮＰＯ
















